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目 的

著者らは平成15年度から貝掃除に伴う海域への負荷

量の把握や排水処理装置の試作，改良を行ってきた。本

年度は漁業者が手軽に設置できる無動力式のアコヤガイ

洗浄排水の浄化装置を新たに開発し，実際の現場で浄

化能力を調査した。

方 法

１．使用した洗浄排水処理装置

本年度製作した浄化装置の概要を写真1に示した。英

虞湾で標準的に使用されている貝掃除機と洗浄船に適

合する大きさとして，80（長さ）×40（幅）×50（高

さ）cmのFRP製の外槽に，一番内側に目の粗いステ

ンレス金網篭をその外側にそれより目の細かい篭を2重

に設置し，ここに排水を連続的に通してゴミを濾し採る

装置を作製した。1段目の金網篭（1次フィルター）の

大きさは，340（幅）×380（長さ）×220（高さ）

mm，2 段目の金網篭（2 次フィルター）は 347

（幅）×682（長さ）×230（高さ）mmとした。洗浄

排水を濾過するステンレス金網の目合いを決めるため，

8月17日の試験では1段目が開口2mm，2段目が開口

0.77mm，9月9日の試験では1段目が3.1mm，2段目

が0.77mm，9月26日の試験では1段目が3.1mm，2

段目が1.84mmの組合せで処理を行い，目詰まりの状

況や連続処理時間等を調べた。

２．浄化性能の調査

金網の目合いを換えて行った3回の試験では，処理機

を通過する前後の洗浄排水中のTOC，TN，TPの濃度

を測定して，その削減率から浄化性能の違いを比較し

た。いずれの試験でも採水は目詰まりが始まる前に行

い，各2回実施し，結果はそれぞれ平均値で示した。試

水の処理および分析は昨年度の方法に準じた。

結 果

１． 排水処理機の稼働状況

8月17日の試験では，86.8r/分の洗浄水量でアコヤ

ガイ25̃30個/篭入りのチョウチン篭と48個/篭入りの

タテ篭を連続して洗浄した。開口2mmの1次フィルタ

ーと開口0.77mmの2次フィルターの組み合わせで処

理したが，直ぐに目詰まりを起こし，作業にならなかっ

た。

9月9日の試験では，1次フィルターを開口3.1mmと

目合いの大きなものに換え，2次フィルターを前回同様

の0.77mmとし，76.6r/分の水量で48個入りのタテ

篭を洗浄した。この条件でも，通常貝掃除で要求される

30分間の作業時間で，50吊り程度のタテ篭を洗浄する

という条件は満足できなかった。そこで，2次フィルタ

ーをはずし，替わりに開口1.6mmのナイロンネットを

排水ホースの先端に設置し，同じ条件で洗浄作業を行っ

たところ，ネットを足で踏むことで目詰まりが解消で

き，手を掛けることなく30分間で50吊りの洗浄が可能

であった。
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